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論文内容の要旨
第１章　緒言
　口唇口蓋裂は上顎歯槽部の癒合不全である顎裂のために、鼻口腔瘻、外鼻変形、咬合不
全、咀嚼障害などを生じる。近年では顎裂に対する治療として、永久犬歯の萌出期に二次
的顎裂部骨移植術（secondary bone graft; SBG）が広く行われている。SBGは顎裂部への自
家骨移植により、鼻口腔瘻の閉鎖、外鼻形態の改善のほか、移植骨部へ犬歯を萌出誘導し、
咀嚼機能の向上を可能とする手術法である。SBGの評価としてCTが導入され、高度な分析
が可能となった一方、小児における被曝線量が問題とされてきた。320列面検出器CT（320-
row area detector computed tomography; 320-ADCT）は短時間の撮影ながら低被曝線量、
高画像分解能という特徴を有している。
　本研究は、320-ADCT撮影画像によるSBGの術前後評価の有用性について、実験的、臨
床的に検討することを目的とした。
第２章　320-ADCTによる顎裂部撮影条件の妥当性と容積計測法の信頼性について
<第１節>　ファントムを用いた被曝線量の計測
【方法】
　人体型ファントムを用いたTLD（thermoluminescent dosimeter）法により、320-ADCT
及び歯科用コーンビームCT（cone beam computed tomography; CBCT）を用いた撮影によ
る被曝線量を計測した。
【結果】
　実効線量は、320-ADCTが0.12mSv，歯科用CBCTが0.22mSvであった。320-ADCTの被
曝線量は歯科用CBCTと同等、あるいは低水準となる可能性が示唆された。
<第２節>　ブタ顎骨撮影画像を用いた顎裂容積計測法の信頼性に関する検討
【方法】
　食用ブタ２頭の頭部骨格に、顎裂を模した骨欠損腔を計４か所形成し、ビニルシリコー
ン印象材を用いて骨欠損腔容積の実測値を計測した。320-ADCTによる撮影画像を用い、骨
欠損腔容積を、日を異にして各３回計測した。
【結果】
　３回の計測値の誤差は各平均値に対し、0.2～3.6%、実測値に対する計測値の平均値の誤
差は2.5～7.6%であり、計測法の妥当性、再現性は高いと考えられた。
第３章　320-ADCTによる二次的顎裂部骨移植術の術前後評価について
<第１節>　術前顎裂容積の計測における検者間信頼性に関する検討
【対象と方法】
　片側性唇顎裂及び片側性唇顎口蓋裂の計20症例を対象に、SBG術前に320-ADCTを用い
たCT撮影を行った。２名の検者によって顎裂部の骨欠損腔容積を計測した。
【結果】
　相関係数はr=0.81で、複数検者間においても再現性に優れていると考えられた。
<第２節>　二次的顎裂部骨移植術による骨架橋率に関する検討
【対象と方法】
　片側性唇顎裂及び片側性唇顎口蓋裂の計16症例を対象に、320-ADCT画像よりSBG術前
後の顎裂部骨欠損腔容積を計測し、骨架橋率を算出した。
【結果】
　骨架橋率は中央値74.5%（四分位範囲63～80.75%）で、既報告と同程度であった。片側性
唇顎裂すなわち口蓋裂を有さないこと、患側顎裂部誘導歯は未萌出であることが骨架橋率
を高める傾向があることが明らかとなった。
第４章　総括
　320-ADCTは短い撮影時間でありながら、歯科用CBCTと同水準の低い被曝線量を実現
しており、その撮影画像を用いたSBG前後の顎裂部骨欠損腔容積の計測は高い信頼性が得
られることが明らかとなった。SBGによる骨架橋の予後規定因子に関する検討より、顎裂
部誘導歯の萌出の有無が適切な手術時期を決定する上で有用な指標となる可能性が示され
た。以上より、320-ADCTによるSBG術前後の骨架橋評価は、小児口唇口蓋裂患者に対す
る検査法として有用であることが示唆された。
論文審査結果の要旨
　320列面検出器型CT（area detector CT: ADCT）では、体軸方向に160mm幅、0.275秒/
回転の撮像が可能である。息止めや安静が成人より困難な小児疾患で、１回の撮像で全範
囲をカバーできる口腔領域の疾患は良い適応である。本研究では、小児の先天性疾患であ
る口唇口蓋裂に対する二次的顎裂部骨移植のADCTによる新しい三次元的評価法について、
基礎的、臨床的に検討した。ADCTの基礎的検討として、人体型ファントムによる被曝線
量計測、ブタ顎骨標本による顎裂容積計測法の信頼性について検討した。ADCTの被曝線
量は歯科用コーンビームCT（cone beam CT; CBCT）と同様に低水準であることが明らかと
なった。骨欠損腔容積の計測で、計測法の妥当性，再現性は高いと考えられた。ADCTに
よる臨床応用として、二次的顎裂部骨移植術の術前の顎裂容積の計測における検者間信頼
性、二次的顎裂部骨移植術による骨架橋率に関して検討した。２名の検者による容積計測
の再現性は良好であった。術前後の比較で有意な骨架橋率の増加は認められなかったが、
今後症例の蓄積によって予後規定因子となる可能性が示唆された。本研究は、本学で開発
されたADCTのすぐれた特徴である低被曝線量、高速撮影を生かし、口唇口蓋裂の術前後
の三次元的評価を論理的に計画した臨床的に有用性の高い成績であり、学位論文として十
分値するものと評価した。
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